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令和 6 年 第 3 回定例会 9 月 6 日～ 20 日

総括質疑

住民訴訟対応のため
の費用は
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本定例会には、条例案 2 件、承認案 2 件、補正予算案 11 件、報告 2 件、交通事故和解案 1 件

が提案され、審議しました。

これまで住民訴訟に関しては町の
法務事務専門員にお願いしてい
る。今回も法務事務専門員にお願
いすれば、代理人の契約費用はか
からないが、いかがか。

住民訴訟費用

132 万円

総務課長　法務事務専門員から、今回から相
談業務のみにしてほしいという申し出があった
ので、町村会を通じて紹介してもらい、契約を
結ぶための予算を計上した。

真辺真紀真辺真紀

道路の維持費

工事請負費

1950 万円

大角利成大角利成

危険箇所の整備事業 800 万円。
主たる事業場所は。

建設課長　安房地区の側溝の蓋板の改修、
中間地区の道路の路肩補修、永田地区の側
溝の新設、楠川地区の側溝の新設整備、通
学路を１か所ということで５か所を計画し
ている。

安房小学校のプール
新設

新設工事設計委託料

1300 万円

ろ過機の配管改修工事をやめ
て、新設計画に代わったと思う
が、その経過について伺う。

真辺真紀真辺真紀

教育総務課長　当初、プールろ過機配管改修
工事を予定をしていたが、ろ過機配管から大
量の水が漏水しており、地下の地盤を削って
大きな穴を空けている可能性がある。新築し
たほうが予算の低減につながると考え、新築
することにした。

看板・案内板などの
更新

中馬慎一郎中馬慎一郎

観光施設整備費の看板や
案内板の具体的な内容は。

観光まちづくり課長　吉田・永田地区に
ある東シナ海展望所や、夕日の丘展望所
などの看板について、見にくくなってい
るものについては順次更新していく。設
置場所については、これから必要箇所を
調査しながら、事業を進めていく。

観光施設整備費

400 万円
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電気事業供給条例の一部改正に伴う専

決処分事項報告承認
承
認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度一般会計補正予算(第3号)の

専決処分事項報告承認
承
認

〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

町営単独住宅管理条例の一部改正
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

PFI事業等選定委員会条例の制定
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度一般会計補正予算(第4号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度簡易水道事業特別会計補正予

算(第2号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度農業集落排水事業特別会計補

正予算(第2号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度国民健康保険事業特別会計補

正予算(第2号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度介護保険事業特別会計補正予

算(第2号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度診療所事業特別会計補正予算

(第1号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度後期高齢者医療事業特別会

計補正予算(第2号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度船舶事業特別会計補正予算

(第2号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度電気事業特別会計補正予算

(第2号）
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

和解及び損害賠償の額を定めること
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和6年度一般会計補正予算(第5号)
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

国民健康保険特別会計補正予算(第3

号)
可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

「屋久島町多目的交流センター(仮

称)」の整備促進に関する陳情書
採
択〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

9 月 6 日 ( 金 ) 　開会　　

9 月 9 日 ( 月 ) 　一般質門 ：渡邉博之、 中馬慎一郎、 相良健一郎、 真辺真紀

9月 10 日 ( 火 ) 　一般質問 ：日髙好作、 大角利成、 榎光德

9月 11 日 ( 水） 　常任委員会 ( 総務文教常任委員会、 産業厚生常任委員会 )

9 月 20 日 ( 金 ) 　最終本会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 6 年 9 月定例会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審議した議案とその結果審議した議案とその結果議 員 の 賛 否

※議長は議事進行を行うため、原則として賛否の表明はしません。
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総務文教常任委員会

防災無線の不具合

大角利成　今回の台風時に防災無線の戸別受
信器が機能しなかったり、聞こえづらかっ
たという苦情が多数あったと聞くが、どう
いう状況だったのか。
総務課長　長時間の停電により公民館の予
備バッテリーが消耗し、エリアトークによ
る放送が出来なかったり、聞こえにくい現
象が起きたようである。調査した結果、バッ
テリー交換が長くされていなかった事が判
明した為、今回見積りを徴し早めに更新す
るよう指示を出した。

　安房総合センターの　　　　　　　　　　
　　　　雨漏り修理　　　　　　　　　　　　　　　　　

岩山鶴美　安房総合センターの防水の予算
が計上されているが、いつから始める予定
か。

地域住民課長　今議会で予算が通り次第、
建設課にお願いをし、出来るだけ早い時期
に完了できるようにしたい。

渡邉浩　防水工事はホールの雨漏りを止め
るということか。
地域住民課長　ホール自体は雨漏りしてい
ない。ロビーやホールへ通じる廊下の部分
であり、それを止める工事である。

安房小学校のプール新設
岩山鶴美　安房小学校のプール建設場所はど
こか。
教育総務課長　新築移転を考えており、場
所については学校側とも協議し検討してい
きたい。
中馬慎一郎　既存のプールは全く使えない
のか、来夏に間に合わない時はどうするか。
また、バリアフリーの対策や配慮もして欲
しい。
教育総務課長　今年度は設計し来年度本体
工事発注となるので、来年度のプール時期
には間に合わないと判断している。又、今
のプールはひび割れがあり水が漏れている
状態ではあるが、何とか使えてはいるので
来年まで使うかは今後検討していきたい。

　給食センターの
　　　　　　　エアコン整備
渡邉浩　給食センターに関連し、休憩室に
はエアコンはあるが調理室にはなく、もの
すごく暑いと聞くが実態はどうか。又、セ
ンターを 1 つに集約することについての見
解はどうか。
教育総務課長　調理室にはクーラーはない。
スポットクーラーを置いている所もあるが、
今回アイシングベストを購入し対応しよう
としている。又、センターの建設計画につ
いては、今年度当初予算等で設計委託を計
上したが事務が遅れている。今後、各運営
委員会の意見を集約し、設計に向けて動こ
うと思っている。又、建設場所については
候補地として 2 か所ほど上ったようだが、
正確には決まっていないと聞いている。で
きるだけ、移動を考えた上での場所が配置
されるようになると思っている。

令和 6年第 3回定例会

　　　　安房総合センター廊下の雨漏り箇所
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　常 任 委 員 会 現 地 視 察

安房中学校の体育館の
機能強化工事

榎光德　安房中の体育館の機能強化の工事は
具体的にはどのような内容か。
教育総務課長　今年度、設計委託費を 400
万円、来年度に本体工事費として 5940 万
円を、体育館の防災機能強化工事として予
定している。事業内容としては外壁である
とか、設備等の耐震に係る整備を図るよう
に予定をしている。

中馬慎一郎　町民体育祭は健康の森公園に
固定化と聞くが、駅伝大会は毎年交互に行っ
ていくのか。　
社会教育課長　町体は実行委員会で固定化
に決まったが、駅伝については地元を走っ
てほしい等の意見もあり、今のところ北部・
南部交互に行っていく方向である。

町民体育祭と駅伝大会　　　　　
の開催地は

屋久島町 PFI 事業等
選定委員会条例の策定

渡邉浩　構成員の中に「学識経験者」となっ
ているがどのような選定を考えているか。
政策推進課長　島内にふさわしい方がいる
かを調査し、いなければ PFI 事業に審査委
員として経験された方を探していきたい。
又、選定方法については、公募する予定で
ある。

中馬慎一郎　この委員会の期限や権限はど
こまであるのか。

政策推進課長　契約するのはあくまでも屋
久島町であり、何かの事案が発生した場合
は町で判断し、請負業者の方に指導してい
く形であり、今回の委員会はあくまでも諮
問機関である。

9 月 11 日、議案審査に先立ち、永田小学校、
永田幼児学級、宮之浦の屋久島高校寄宿舎の
現地調査を行いました。かめんこ留学の現状
や台風 10 号による被災状況、幼児学級の開
設状況、そして外観ではありましたが寄宿舎
の施設の状況等調査をしました。

幼児学級・・永田区では、幼児学級を運営し
ており、現在は4名の幼児が利用しています。

　　台風で破損した永田小学校の倉庫

※ PFI とは ・ ・ Private Finance Initiative ：
プライベート ・ ファイナンス ・ イニシアティブ。 公共
施設等の建設、 維持管理、 運営等を民間の資金、
経営能力及び技術的能力を活用して行う手法
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産業厚生常任委員会

産後ケアのための補助
真辺真紀　産後ケア事業利用料補助金につい
て、具体的な事業者と内容は。
福祉支援課長　母親の産後の心理的肉体的
負担を軽減して、誰もが安心して子育てを
できる支援体制を構築する。一つ目がショー
トステイ（短期入所型）、二つ目がデイサー
ビス（通所型）、居宅訪問型のいずれかを利
用するための利用料を補助する。ショート
ステイ、鹿児島市の３助産院。デイサービ
スについては、鹿児島市の３助産院と町の
子育て世代包括支援センター、町の助産師
が訪問するパターンがある。最後の居宅訪
問型が、町の子育て世代包括支援センター、
町の助産師が訪問する。

真辺真紀　鹿児島にある事業所のサービス
を利用するための補助金だが、鹿児島市に
行く際の交通費等は補助があるか。
福祉支援課長　交通費の補助については、
県の方もあるのか確認をするが、町の方で
は予算はない。
真辺真紀　交通費の補助があれば利用させ
ていただきたいし、なければ新しく導入し
ていただきたい。検討を。

保育所等における
　　　　性被害防止対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岩川俊広　保育所等における性被害防止対
策に係る設備等支援事業費補助金も新規事
業であるがどのような事業か。

福祉支援課長　４園から申請がある。１園
あたり７万５千円。具体的には、パーテー
ション設置、簡易扉の設置、簡易個室、カ
メラ、人感センサーライト等の設備の購入、
更新に対して補助するもの。

観光の看板・案内板
真辺真紀　看板・案内板を各所に設置する
とのことだが、言語表記は何か国語か。
観光まちづくり課長　デザインの検討をし
ているところであり、看板の大きさ等にも
よるが、多言語化についても検討したい。

岩川俊広　どこからどこまでが、西部林道
であるかわからない。入口を看板等でしま
す必要がある。永田集落でもそのような話
が出る。
観光まちづくり課長　県とも今の意見を共
有したい。

町営住宅の管理費

渡邊千護　住宅管理費は、今回 667 万円で
補正している。戸数をたくさん抱えている
が、この金額で足りるか。
建設課長　まだまだ足りない。大工 2 名を
会計年度任用職員で配置しているが、大工
さんだけで回すことができない。町長から
も町民が入れる状態しろという指示も受け
ている。建具や塗装も発注しながら、入居
可能な状態にできるようにしたい。

渡邊千護　住居が少ない状態が進んでいる
ので、早めに人が入れるよう対応いただき

渡邊千護　住宅管理費は、今回 667 万円で
補正している。戸数をたくさん抱えている
が、この金額で足りるか。
建設課長　まだまだ足りない。大工 2 名を
会計年度任用職員で配置しているが、大工
さんだけで回すことができない。町長から
も町民が入れる状態にするよう指示も受け
ている。建具や塗装も発注しながら、入居
可能な状態にできるようにしたい。

渡邊千護　住居が少ない状態が進んでいる
ので、早めに人が入れるよう対応いただき
たい。

令和 6年第 3回定例会

空港駐車場に設置されている更新予定の看板



屋久島町議会だより　令和 6年 12 月　第 68 号　7

令和 6年第 3回定例会

マイナンバー保険証

真辺真紀　マイナンバーカードに保険証が
一本化されるということだが、紙の保険証
が使えるのは 12 月 31 日までか。　

健康長寿課長　国民健康保険については、
期限が来年の 7 月まである。それまでは紙
の保険証を使える。
真辺真紀　マイナンバーカードが無い方へ
の広報も行う必要がある。現時点どのよう
な広報を検討しているか。
健康長寿課長　町報等でもう少し詳しくお
知らせすべきと考えている。マイナンバー
カードを持っていない方については、資格
者証で対応いただく。

黒豚ファームへの支援

　常 任 委 員 会 現 地 視 察

9 月 11 日に栗生、青少年旅行村へ台風 10号の被害状況の現地視察を行いました。
青少年旅行村では、炊事棟・複数のバンガローに被害がありました。住宅被害もあり、公
民館には多くの屋根材等が運び込まれており、町の特別回収を待機している状態でした。
各所に被害を受けて、早い段階で区民有志が集まり、倒木の処理や破損した建物の片付け
をされていました。

台風被害で損壊した、青少年旅行村のバンガロー 台風被害で破損した屋根や壁材が多数集まる　

日髙好作　黒豚ファームの支援事業と加工
センターの支援の中身は。

産業振興課　黒豚ファームについては、密
閉式の縦型のコンポストを購入し、そこで
豚糞を堆肥化する施設。それを導入するこ
とで臭気の低減と高品質の堆肥をミカン農
家に行き届けられたらいうことで計画。ツ
インリップソーについては、材積も減り効
率よく運搬できるということで期待してい
る。
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一 般 質 問

　16 人中　7人が一般質問しました　

一般質問とは、 議員が町の施策の状況や方針など
について、 議会の場で報告や説明を求めたり、 質問
をすることです。
　
一人の議員に与えられる制限時間は 60 分です。

　（ 議員本人の責任において掲載しています。）

一般質問の様子を、 動画で観ることができます。
議員の写真に表示されている QR コードを読み
込むか、 YouTube で「 屋久島町議会」 と検
索してください。

動画でチェック

渡邉博之 ( わたなべひろゆき ) P
１．会計年度任用職員の待遇改善
２．ジェンダー平等推進の課題
３．町営住宅減免制度

8

中馬慎一郎 ( ちゅうまんしんいちろう )

１．町内海水浴場の管理体制
２．観光基本計画や観光施設の管理状況と今後
の在り方
３．景観条例と関連する条例、計画の考え方

9

相良健一郎 ( さがらけんいちろう )

１．農家への支援
２．小学校、中学校の机 9

真辺真紀 ( まなべまき )

１．町長交際費
２．狸による被害 10

日髙好作 ( ひだかこうさく )

１．防災について
２．ジェット化後の対策
３．有人国境離島法の今後

10

大角利成 ( おおすみとしなり )

１．消防水利について
２．消防団員の出動体制
３．屋久島町消防団協力事業所について

11

榎光德 ( えのきみつのり )

１．町内の医療対策の現状と取り組み状況
２．名誉町民称号の額の掲示 11

渡邉 博之 議員渡邉 博之 議員

会計年度職員と庁舎

内のジェンダー平等の

認識は

政府は、会計年度任
用職員との「３年期

限」の当初の契約方針を
撤回している。「３年期
限」では、職員が安心し

問

て仕事に励むことはできない。政府の方針転換を
受けて、本町はどうするつもりか。

町長　基本的には国の取り扱いに準じ、再
任については、人事評価や面談結果を基に

判断していく。

答

会計年度職員が仕事を通して、正規職員を目
指そうとする際、「退職」が条件ではその道を閉
ざすことになりかねない。安心して挑戦できる環
境づくりが必要と思うが。

問

町長　年齢等の条件を満たせば、現行の職
を辞めずとも、だれでも受験が可能であり、

特に問題はない。

答

女性課長が一人だが、背景に何があるのか。問

町長　正規職員１８０名のうち女性は４６
人いるが、在籍期間、経験年齢からして課

長職の対象となっていない。経験が浅くても、有
能であれば登用していく考えで、差別意識はない。

答

職員募集の条件に「男女」別はないか。問

町長　募集は一般事務と表現されていて「男
女」で差別してはいない。

答

議会がパートナーシップ制度の導入を議決し
てから時は経ち、私の質問も２回目になるが、

今どこまできているか

問

町長　職員研修や町報による周知など準備
を進めている。もう一度町報で町民への周

知をする。

答

「ミスコン」に対する町長の認識は。問

町長　出場者を女性に限り、年齢制限を設
けることや、外見を重視する価値観、応募

資格には明記されていなくても、人種や国籍、障
害の有無など、多様性を重視するという社会の方
向性に逆行するなどの問題が指摘されていると承
知している。

答

町営住宅減免制度の不備を指摘したい

年度途中で、収入のある者が死亡、失業また
は廃業、長期入院した場合の減免実績がない

ということはあり得ないのではないか。

問

町長　質問を受けて、課内で検討したい。答

　　一般質問
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中馬 慎一郎 議員中馬 慎一郎 議員

町内海水浴場管理

体制の見解は

春田浜海水浴場、栗
生浜海水浴場の施設

改修の計画は。

問

春田浜の休憩舎は、令和７年度に設計し建
設に向けて検討する。 栗生浜は施設老朽化

が進んでいるので春田浜の改修後に検討してい
く。春田浜は休憩舎の新設をすることで、環境学
習の場や海浜に親しむ憩いの場として、海水浴
シーズン以外の利用を含め、関係者から意見を聞
き整備を検討したい。

答

第 2 次観光基本計画策定の進捗状況と第 1 
次観光基本計画との改善点を伺う。

問

観光基本計画や観光施設の管理状況と

　　　　　　今後の在り方について見解は

現行計画策定時と比べ、持続可能な観光に
ついての社会的な認識が変化したことを捉

えて、計画策定に向けアンケートやワークショッ
プを実施する。現行計画の検証や評価は、策定作
業の中で多くの方々から意見を聴取し改善点につ
いて計画へ反映をしていく。

答

地域経済の連携や循環を進める中核組織の
育成を望む。

意

　景観条例と関連する条例、計画の見解は

観光施設や公共施設のユニバーサルデザイ
ンの実効性の検証や点検が必要でないか。

問

施設の改修や更新のタイミングで、全ての
人が安全に安心して、円滑かつ快適に利用

できる施設を目指し整備を行い、可能な限りユニ
バーサルデザイン化に取り組んでいく。検証や点
検については、利用者や管理者からの聞き取りを
して誰もが安全、安心して使用できる施設に向け
た整備していきたい。

答

環境基本条例や水と緑のふるさと環境条例
は、環境保全行政を進めるに当たっての先

制的な条例であり、個具体的な取組は、第２次振
興計画やエコツーリズム推進全体構想と整合して
いることから一体の施策として取り組み、広くＰ
Ｒをしている。景観協議会は 20 名以内であれば
各団体から複数の委員が参加可能だが、現在は景
観行政に携わりたい町民の参加を想定していない
組織構成となっているので今後検討したい。

答

相良健一郎 議員相良健一郎 議員

　農家への支援は

農業振興について。　
農家、果樹農家、畜

産農家への肥料、飼料等
の支援をする考えはない
か。

問

農家支援については、一過性の施策ではな
く、恒常的かつ有効な施策について支援を

図っていく。今年度につきましては、農家への肥
料、飼料等の補助金等の直接支援は考えていない。

答

農家も経営努力をしている。最低限のコスト
がかかる。直接支援が必要ではないか。（今

年度の農産物の価格が，低迷したとき）

問

今後の動向を注視し、必要な手だてが必要
であれば、措置を講じる。

答

　小学校、中学校の机は適正か

机の上に教科書、タブレット、ノートを出し
たときに、タブレットを落とすのでないか。

問

机の規格については、新ＪＩＳ規格に適合
していることや、教室内での机間距離の確

保という視点からも、適正である。

答

日田市では、「きみの木」という取り組みを
行っている。小学校入学時に、地元の日田杉

を使い、天板を支給し６年間使用する。卒業時に、
その天板をプレゼントしている。わが町でも更新
時期にそのような取り組みはできないか。

問

提供していただいた情報については、今後
参考にする。

答

　日田市　児童家具『きみの木』
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　　一般質問

真辺 真紀 議員真辺 真紀 議員

狸について実態把握は

日髙好作 議員日髙好作 議員

台風災害を今後に

　　　　　どう活かすか

迅速丁寧に分析し今
後に活かす。

答

たが対策をどのように考えているか。また、台風
毎に進路・強さ・被害をデータ化することが重要
では。

停電の原因の大きな要因は倒木によるもの
で、理想は無電柱化である。町が出来るこ

とは町で、県や国にもお願いして防災・災害に備
えていきたい。データ化については気象庁のデー
タ、県の危機管理課情報を共有している現状であ
る。

答

ジェット化後の対策は

滑 走 路 延 伸 計 画 完 成 後 の 町 作 り の 展 望　　
について、人や物の流れ、交通対策や宿泊

等どのように対応していく考えか。

問

関東圏とつながりを活かした産業の拡大や
雇用の創出、脱炭素事業関連の企業誘致、

農水産物の迅速な輸送により経済効果を図りた
い。交通はレンタカーが主力になると思うが、バ
ス・タクシーの運転手不足も企業と連携していき
たい。宿泊はキャパが 3,500 人であり対応は可
能であると考えている。

答

入り込み客数についての考えは。また、観
光地としての整備についてはどのように対

応していく考えか。

問

長い観光地でありたいと思っている。30 万
から 50 万人を考えている。環境省にもっと

力を入れてもらいたいと感じている。

答

有人国境離島法の今後は

令和 9 年に改正を迎える有人国境離島法の
課題と解決に向けての考えは。
航空路運賃低廉化については、奄美諸島よ
り地元負担率が高いので改善したい。また、

割引対象者を出郷者まで拡充したい。有人離島に
はなくてはならない事業なので、期限満了までに
離島議員連盟の方々に要請をしていきたい。

史上最強と言われた
１０号では停電が及

ぼす影響が一番大きかっ

問

問

答

雇用機会拡充事業の人材不足も言われるが
現状は。

問

平成 29 年度からの事業でこれまで 26 件採
択されている。人材確保が難しいとの声も

聞くことから、採用時期を先延べするなどの緩和
も検討したい。

答

屋久島町には、もと
もと生息していない

狸が、現在は広範囲に生
息している。生息数や
様々な被害状況につい
て、実態把握は。

問

今から約 25 年ほど前から目撃情報が寄せら
れ、夜行性といったこともあり、当初は被

害の実態がつかめない状況であった。生息数につ
いては、調査方法も確立しておらず、数的データ
はないが、山岳部を含む島の広範囲で目撃されて
いるなど、生息場所も島内全域に広がっているも
のと推測をされている。

答

全島に広がっている狸が、何頭いるかという
ことも検討がつかないまま 10 年、20 年過

ごすのか、それとも調査方法をきちんと確立して、
実態をつかむ努力をするのかというような10年、
20 年は、全く逆の方向にこの島の中の生態系も
影響を受けると思う。このことについて、環境省
屋久島事務所と情報共有等をした経緯があるか。

問

特に情報交換等これまでは行っていない。
環境省とも打ち合わせをし、今後関係機関、

と情報を共有しながら対策を練っていきたい。

答

去年、華々しく世界自然遺産 30 周年も迎え
た。その議論を置き去りにして、30 周年迎

えられて良かったいうのは違うと思う。生態系を
きちんと保つ、また元に戻すという観点からどの
ようにお考えか。

問

この質問を受けたタイミング、ここを出発
点にして、町も県と国と一緒になって撲滅

に向けて第一歩を踏み出すことになると思う。

答

町内に、疥癬症にかかった狸も存在するが、
把握されているか。実態調査をした上で、

他自治体のように町民への注意喚起の必要がある
が、どのように対策されるか。

問

関係機関や猟友会等
から毛の抜けた個体

の目撃情報や、捕獲の報
告等があったことから、
その可能性は否定はでき
ないが、具体的な調査等
は行っていない の が 現
状。猟友会関係者との情
報共有を行いながら、実
態把握を継続したい。

答

町内で目撃された毛の抜けた狸
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消防水利について

防火水槽及び屋外消
火栓の設置状況は。

問

常時貯水量 40㎥以
上防火水槽を中心に 179
基、消火栓については、

答

防火水槽設置充足率と今後の整備計画は。問

防火水槽のみの充足率は算出していない。
今後も集落の要望等加味しながら、年に１

基を増設する計画である。

答

防火水槽標示板の設置状況は。問

昨年度、各班からの報告を受け、未設置分
については設置しており、現在設置率は

100％と認識している。

答

標示板の未設置箇所は多数ある。今の答弁
は理解できない。ぜひ再確認をしてほしい。

意

消防団員の出動体制について

火災発生時における出動命令範囲等の基本的
マニュアルは。

問

建物火災が出火地区の分団、原野・山林そ
の他火災は出火地区の班となっているが、

必要に応じて対応している。

答

密集地における住宅火災時は、分団は別でも
初期から隣班への出動要請すべきでは。

問

現場と分遣所、本部と連携を取りながら対
応していきたい。

答

消防協力事業所について

協力事業所としての表示証を交付している
事業所数は。

問

表示制度実施要綱を定めており、５事業所
が認定されている。

答

今後の周知取り組み等については。問

法人税の減免措置や入札参加資格の加点な
ど行っている自治体もあるが、本町では支

援措置は実施していない。今後は支援も検討しな
がら、広く周知を行いたい。

答

口径 65㎜を中心に 564 基設置している。

大角 利成 議員大角 利成 議員

口永良部島の医師・
看護師の確保は

医師・看護師の募集
結 果 は ど う な っ て

いるのか。又、看護師の
２名体制の取組みもどう
なっているのか。

問

平成２８年から医師不在が続いており、島
民の皆様へは大変不便をおかけしている。

全国的な医師不足等で確保できていない。今後は、
看護師の雇用を優先し、医師によるオンライン診
療ができる新技術の導入を検討していく。

答

現在、栗生診療所の川﨑医師に月２回診療し
て頂いているが、継続していくことの問題は

ないのか。

問

先生の年齢も考慮し、永田診療所の医師と
の相互連携による訪問診療を行っていく予

定である。

答

一湊診療所では、肥後先生による月１回の
診療が行われているが、診療体制の現状は

把握できているのか。

問

月１回の診療で受診患者が 25 名程度であ
る。地元出身でもあるので引き続きお力添

えを頂き、良質かつ適切な医療提供ができるよう
体制を確保していきたい。

答

徳洲会病院の移転計画があると聞いている
が、町としてどの程度の情報を得ているのか、

又、今後どう対応していくおつもりか。

問

令和 4 年 1 月に移転計画の話があり、敷地
の貸付についても相談があった。土地の賃

借契約の満了は令和 8 年 5 月 31 日となっている。
病院建設については慎重に対応したいが、具体的
な情報を得た際は議会へも状況提供をしたい。

答

病院側の話では、8 階建てで実施設計もでき
あがり、実施に向け進めてきたが、資材高騰

や人夫の確保等の問題が生じ一時中断している。
やめるわけではなく、島民の負託に答えるために
も責任があると言っていたが、町長の考えは。

問

8 階建ての事は聞いていたが、今は全く
話はない。いつとは断定できないだろう

が、「もう造らない」と言うことはないと思っ
ている。

答

榎 光德 議員榎 光德 議員

他、名誉町民称号額の掲示について質問をし、
合併後の第１号（徳田 虎雄氏）から掲示したい。
との答弁がありました。



請願 ・ 陳情

　第 3 回定例会に提出された陳情は 1 件
でした。

「 屋久島町多目的交流センター ( 仮称 )」 の
整備促進に関する陳情書

・屋久島町多目的交流センター（仮称）」の完成・

開業は、宮之浦区民一同心からの願いでありま

すので、屋久島町の最優先施策として、決定さ

れた計画どおり一刻も早い着工に向けてご尽力

賜りたい。　　　　　　　　　　　　　　　

　計画に沿った展開がなされており、陳情の趣

旨・内容については当然のことである、老朽化

が進む複数の施設を一体化させ、防災機能を兼

ね備えた多機能的な施設であり、何等問題なく

賛成したい等の意見が出された。反対意見はな

く、全会一致で採択すべきものと決定致した。　　

　　総務文教常任委員会で採択、最終本会議→採択

総務文教常任委員会に付託

9 月 20 日最終本会議

　屋久島町多目的交流センター ( 仮称 ) の整備促
進に関する陳情書に関する、 総務文教常任委員会
委員長の報告に対し、 質問がありました。

真辺真紀　審査の中で、安房校区の区長
会から町長宛てに、その安房の総合セン
ターのホールの改修か、もしくはそれが無
理なら、文化ホールを一本化する場合は旧
両町の境目付近にというような趣旨の陳情
が出されていることについてなどは、意見
等は上がらなかったか。

総務文教常任委員長　榎光德　委員会の中
では、そのような意見は出なかった。
真辺真紀　その件に関して、町に安房校区
の区長会が話合いを求めているということ
で、９月 26 日の夜に町との話合いの機会
が持たれるということを伺っている。こう
いった議論がない中で、全会一致で採択さ
れたということだが、委員会の中では、こ
の件に関して知っている方はいなかったと
いう認識でよろしいか。
総務文教常任委員長　榎光德　個々の情報
があったのかは分からないが、委員会の中
ではそのような表明はなかった。

動画でチェック

9 月 6 日　

9 月 20 日　

本会議の様子を動画で観ることができます
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　　令和 6年第 3回定例会

屋久島町議会ユーチューブチャンネル
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種子島屋久島議員大会10月10日　屋久島町　

所 管 事 務 調 査

活動報告

町政の各分野における課題解決に向けて、調査を行い
町長等の執行機関に対し具体的な政策や施策を積極的
に提案するために常任委員会が自主的に行う調査。

総務文教常任委員会8月 7日～ 9日 産業厚生常任委員会8月 20日～ 22日

調査場所：福岡県立福岡高等学校、
コトブキシーティング、東筑紫短期大学

調査場所：日田市役所
　　　　　日田市ウッドコンビナート

今回の所管事務調査では、主に移動式椅子
の調査となった。現在屋久島町が計画中の
多目的交流センターに置き換えたとき、施
設全体の規模や、体育施設・文化施設・避
難施設といった３つの施設をどう融合させ
ることが出来るか、又、現在採用すること
としている「ＤＢО方式」により、発生し
てくるであろう全体事業費や施設の管理・
運営の在り方・工事発注の在り方等、更に
精査を行いながら計画に沿った建設が進め
られ、早期の完成が図られるよう、スピー
ド感を持って取り組んでいく必要があると
感じた。

「ひた森ビジョン」は３つの施策に分け、そ
れぞれに目指す方向性を提示、１、森林（も
り）を守り・育てる、２、森林（もり）を
活かす、３、森林（もり）でつながる。こ
のような日田市の林業体系に合ったビジョ
ン策定を行っていた。屋久島町においては、
森林資源の適正管理と有効利用を図るため、
「熊毛地域森林計画」及び「屋久島町森林整
備計画」に基づき林業振興に努めていると
ころであるが、再度、屋久島の林業振興の
現状と課題を洗い出し、屋久島町の林業体
系に合った屋久島らしい林業ビジョンの策
定に取り組んでいただきたいと思った。

　大規模なウッドコンビナート　大規模なウッドコンビナート

今年度は、 本町にて第 13 回種子島屋久島議員大会
が開催されました。 1 市 3 町の議員が集まりました。

　屋久島町議会からは「屋久島と口永良部島地域に

おける、自然環境の適切な保護・保全と利用及び持

続可能な管理体制を求める要望」を提案し、採択さ

れました。採択された事項については、熊毛地区の

議会議長により、11 月 20 日に、鹿児島県選出国

会議員へ、11 月 27 日に塩田鹿児島県知事及び松

里鹿児島県議会議長へ要望書を提出しました。 　　　　　議場に種子島屋久島の全議員が集まった

福岡高等学校体育館内の電動式移動観覧席



　　　　　　　
　　　　　　　地域住民の立場

に立って、生活や福

祉に対する相談や援助を

行う非常勤の地方公務員。

給与の支給は無く、ボラ

ンティアとして活動さ

れています。

　活動報告
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町民との意見交換会を開催しました町民との意見交換会を開催しました
　　　　　　　　　　　10 月 4 日に民生委員の方々と意見交換をしました。

出席者 : 民生委員児童委員 40 名、 屋久島町議会議員 16 名、 包括支援センター 2 名
　　　　　　　屋久島町福祉支援課 1 名、 相談支援センター 2 名、 桜島学園里親支援員 1 名、
　　　　　　　議会事務局 1 名 　計 62 名

　　民生委員とは

　　　　　日頃の活動内容　

・児童、生徒の見守り

・独居や老人宅見回り、見守り

・地域の方、気のなる方への声かけ

・委員同士や関係機関で情報共有

・災害支援を要する方の登録

・電話で相談を受けたら訪問し対応

・一人暮らしの人の件は集落内で正しい情

報を得るため多くの人に声掛けをしている

　　　　　特に力を入れている活動

・学童ボランティア ( 安房公民館 )

・校区行事への出席

・不登校生徒への対応、学習支援

・サロン等に出席させるための声掛け

・自動車免許返納者の生活困窮者への訪問。

・介護保険の説明、必要では？と思う方に

困りごとや出来なくなってしまった事等を

聞きながらサービス内容や申請方法などを

説明している

屋久島町には 42 名の民生委員の方がいて、地域住民のた

めにさまざまな活動をしてくださっています。今回は民生

委員の定例会と合わせて意見交換をさせていただき、多く

の民生委員さんから、活動の実態を伺うことができました。

　　　　　活動で困っていること

・学童ボランティアをしているが、町から

の補助金があればと思う

・家庭の状況を把握し行政に連絡しても関

係機関から連絡がない

・不登校の子供にどこまで関わって良いか

わからない

・高齢者が買い物帰りに重い荷物を手にさ

げて休憩しながら登り坂を歩いている。何

か役に立てないかと思う。車に何度か乗せ

たことがある

・高齢者や体の不自由な方の買い物困難な

方が多く、コミュニティーバスなどが必要

でないか

・困っている人ほど相談はない。そこをど

うやって見守るかはずっと課題としてもっ

ていきたい

１
２　　

3

以下の 3 項目について、現場の声を聞かせていただきました

各項目とも多岐に渡りますので主な内容を掲載します。

意見を集約したうえで、町の考えや進捗状
況などを確認しました。各項目について担
当課から回答をいただきました。

１．高齢者、障害者の買い物支援のためのコ
ミュニティバスが必要だと感じるが現在の町
の考えは。
回答・・まずは、交通事業者に頑張ってもら
うということが第一。

２. 障がい者施設の災害時の避難はどうする
のか。避難行動指針をお示し下さい。
回答・・町の施設については災害時の計画を
作成し、年に 1～ 2回避難訓練を行っている。
民間の施設についても同様だと思う。

３．栗生診療所の日曜、祝日、夜間の救急診

療をして欲しいが検討はできないか。

回答・・栗生診療所の医療体制が万全でない
中、緊急手術や入院が必要がある救急患者に
ついて、一旦受け入れをするよりも、救急救
命士が救急車に収容し、徳洲会病院に搬送し
たほうが命を救える可能性が高いため、診療
所での受け入れは行っていない。
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　　　　　　　　　　　　　　　ペーパーレス会議が導入されます　　　　　　　　　　　　　　　ペーパーレス会議が導入されます　
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　　　　　活動報告

令和 6 年 第 2 回臨時会 10 月 18 日

結
果

渡
邉　

浩

内
田

正
喜

小
脇

淳
智
郎

中
馬

慎
一
郎

真
辺

真
紀

相
良

健
一
郎

岩
山

鶴
美

渡
邊

千
護

榎

光
德

緒
方

健
太

髙
橋

義
友

日
髙

好
作

岩
川

俊
広

渡
邉

博
之

大
角

利
成

石
田
尾

茂
樹

一般会計補正予算(第6号)の専決処分事

項報告承認
承
認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 - 欠

後期高齢者医療広域連合規約の変更
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × - 欠

※議長は議事進行を行うため、原則として賛否の表明はしません。

欠席理由　石田尾茂樹・・術前検査、榎光德・・所要のため

承認案 1件、規約の変更案 1件の計 2件を審議しました。
規約の変更案について

国保でもマイナンバカードを取得し
ていない方々の被保険者証はどうな
るのか。

健康長寿課長　国の制度に基づいて 12
月 2 日から資格確認証を出す準備を進め
ているが、衆議院選挙でどうなるか分か
らないということから、動向を注視して
いる。

　討論 反対
渡邉博之 国保でもまだ 2 割程度の方が

マイナンバーカードを取得していない。信
用がない中で政府は進めている。国保の場
合はどうするか決まっていない。この決定
というのは先走りになるのでは。それを保
障するセーフティーネットというのもしっ
かりと考えてやるべき。

これまで、紙に印刷していた議案書等をデ
ジタル化し、タブレット端末を使用して、
資料を共有して会議を行います。

ペーパーレスのメリット

・コスト削減や業務の効率化が期待できる

・インターネット環境があれば、簡単に資料

が共有できる

これまで配布されていた議案書は枚数が多く

ペーパーレスにすることで、かなりのコスト

削減になります。

11 月 14 日にタブレット導入のため
の操作説明会が開催されました。

　★次号で詳しく説明させていただきます。



■■■■町民の声■■■■

【意見交換会について】
・特別支援や分教室を考える会との意見交換会

を掲載していただきありがとうございました。

教育委員会との意見交換も特別支援教室の関連

で、背中を押されるような思いになりました。

【紙面に対するご指摘等】

前号 (67 号 ) について

・P11 右上の「渡邉博之」の欄は、右端がバラ

バラ。前から指摘してきたことだが、かなり改

善されたとも思う。

・議会だよりが読みやすくなって来ている。

■■■■ご意見募集■■■■

　　広報委員会では、町議会に対する皆様の

ご意見を募集しています。

生活のお困りごとや、町政への提言、取材

の申し込み等、以下の方法によりご連絡く

ださい。ご氏名、ご住所、ご連絡先、ご意

見等の内容が分かるようにお願いいたしま

す。

郵送：〒 891-4207　屋久島町小瀬田 849 番地 20

メール：gikai@town.yakusihma.kagoshima.jp

■■議会を傍聴しませんか■■

次の定例会の予定は

12 月 11 日　　開会

12 月 12 日～　一般質問

12 月 20 日　　最終本会議

※都合により変更となる場合があります。

■■■■議会の動向■■■■
日付 内容

10　 10 第 13 回種子島屋久島議員大会

13 第 14 回町民体育祭

14 屋久島ぽんかん導入 100 周年記念式典

17　 種子島屋久島振興協議会振興対策活動 ( 鹿児島市 )
24 熊毛町議会議長会行政調査 ( 大崎町 )
28 熊毛地区消防組合定例会・全員協議会 ( 西之表市 )
29 弥生杉検討委員会

11 ６ 屋久島町戦没者追悼式
町村議会議長会常任委員長研修会 ( 鹿児島市 )

７ 町村議会議長会広報研修会 ( 鹿児島市 )
13 町村議会議長会全国大会 ( 東京都 )
17 第 13 回駅伝競争大会
19 全国離島振興市町村議会議長会総会 ( 東京都 )
20 種子島屋久島議員大会採択事項要望活動 ( 東京都 )
24 関東屋久島会第 17 回定期総会 ( 東京都 )
27 種子島屋久島議員大会採択事項要望活動 ( 鹿児島市)

12 ４ 議会運営委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11 月 7 日に鹿児島市で開催された、議会広報研修会

に参加させていただきました。屋久島町議会からも議

会だより 67 号を提出させていただき、講評していた

だきました。広報の専門家から具体的なご指摘を頂く

ことができ、とても貴重な機会となりました。今号の

編集から改められることは改めました。技術的なこと

で、習得が必要な部分に関しては今後の課題とします

が、次号までに頑張ります。肌寒くなってきましたので、

体調を崩さないよう、どうぞご自愛ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
真辺真紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

編集後記　

令和 6年 12 月　第 68 屋久島町議会だより　　発行責任者：屋久島町議会　議長　石田尾 茂樹　

編集責任者：屋久島町議会広報委員会 (委員長：真辺真紀　副委員長：渡邊千護　委員：中馬 慎一郎　委員：内田正喜 )

TEL 0997-43-5900( 議会事務局 内線 341)　Mail： gikai@town.yakushima.kagoshima.jp

今年の 8 月の台風 10 号の影響により、白

谷雲水峡にある弥生杉が倒伏しました。こ

れを受け、有識者及び関係機関を構成員と

した「弥生杉の取り扱いに係る検討会」が

設置され、検討されました。

表紙の写真と同じく、倒伏した弥生杉


